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★大道芸案内 

主な大道芸スポット（土・日・祝日など、通年大道芸が見られるポイント） 

■大阪・天保山海遊館広場 https://www.kaiyukan.com/thv/marketplace/

■大阪パフォーマーライセンス http://www.osaka-performer.com/index.php 

■名古屋･大須ふれあい広場  ■名古屋 POP UP ARTIST http://popup-artist.com/index.html 

■しずおか大道芸の街 http://shimarukai.org/  ■江ノ島大道芸 https://www.fujisawa-kanko.jp/feature/daidogei.html 

■ヨコハマ大道芸（山下公園、グランモール公園、ジャックモール）https://www.studioeggs.com/street-performance/  

■お台場・デックス東京ビーチ■みなとみらい東急スクエア■テラスモール湘南 www.studioeggs.com    

■東京都ヘブンアーティスト https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/bunka/heavenartist/  

■中部大道芸ネットワーク https://www.facebook.com/npocdn/  

■仙台まちくるパフォーマーズ https://machi-kuru.com/performers  

 ※新型コロナウイルスの蔓延状況によって実演していない場所もあります。確認の上、お出かけください。 

 

★今月の大道芸公演   

△ヘブンアーティスト TOKYO2023 https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/bunka/heavenartist/ ○上野公園 

  ●10月２７（金）～２９（日） 

△新横浜パフォーマンス 2023 https://shinyoko.net/ ○新横浜駅前西広場＆東広場/日産スタジアム   

  ●10月２８（土）２９（日） 

両日：カキツバターズ、アストロノーツ、クラウンユースケ 

28日：聖寿、パフォーマーちぇん、SUR DE WAVE、パフォーマーKAZU、つねむね、工藤正景、パフォーマーYURI、Performer SYO!、 

      ワンダフルワンダー、大天狗ヤマスケ 

29日：SEOPPI、松鶴家天太、SUKE３＆SYU、トネトボン、ハタダ、聖夜、大道芸人ヒヨコ、TOMMY、傀儡師と人形、クラウンじぇーむす 

△高円寺フェス秋の文化祭 2023 https://koenjifes.jp/2023/ ○高円寺周辺 

  ●10月２８（土）２９（日）高円寺マシタ de SHOW！（会場：高円寺マシタ）  

  28日：鷹島姫乃、招福、パフォーマーAi、HiBi★Chazz-K、29日：エンジョイ joy、Aurora、自動人形オリンピア、クリテツ 

△第 28回深川美楽市  https://www.birakuichi.com/ ○深川資料館通り 

  ●10月２９（日） 

△センキタの秋まつりハロウィンサーカス ○横浜市都筑区・センター北地区ショッピングモール 5館 

  ●10月２９（日） 

ペる、サブリミット、ラビー、南海子 

△高須中大道芸フェス https://www.parktakasuchu.com/ ○鹿児島県鹿屋市パーク高須（旧高須中学校跡） 

  ●10月２９（日） 

  C.C、ジャグラー・コーヘイ、Tento、HARO、パフォーマーささまん、Performar zen、UNI DOLL、RAY 

△大道芸ワールドカップ in静岡 2023 https://daidogei.com/2023/ ○静岡市駿府公園ほか 

  ●11月２（木）～５（日） 

  歴代チャンピオン：アラン・シュルツ、クアトロ・ストンプ、サンキュー手塚、張海輪、ニーニョ・コストリニ 

  ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ交流：キム・ジェイン、キム・スンジュン、ジュンディア、伝統マジック ハートクイン、火の精霊 

  オンステージ：アスタリスクノヴァ、ideo２、Witty Look、紙磨呂、桔梗ブラザーズ、KENSHIRO、サブリミット、 SPIN stAr、 

   しょぎょーむじょーブラザーズ、to R mansion、Vertical Connection、Performer SYO!、火付盗賊、HOOPER MAEP、ふくろこうじ、 

   めりこ、山本光洋、油井ジョージ ワンマンバンド、りずむらいす、リューセー、Ray麗 

  ｳｫｰｷﾝｸﾞｽﾄﾘｰﾄ：アストロノーツ Mark2、 E.M.F、ガンジスインダスドーダス、KISSER、ジェンガ金次郎、 紫穂、しろみときみ、 

    BiG Roots、フェイスペインター☆ミホウ、松本かなこ、シンクロニシティ 

  ☆30回記念特別企画スペクタクルショウ「Spark!」 ○駿府城公園内アイワポイント 

    ●11月２（木）～４（土）19：00～20：00 / 11月５（日）18：30～20：00 

    【演出】スカンクスパンク 【音楽監督】イーガル 

【CAST】 叶結（カナウノット）、静岡大学ダンス部、チャタ、天平、to R mansion、火付盗賊、山本光洋、Uniircle Flow 

    【MUSIC】イーガル、Joy Choir、太鼓芸能集団 鼓童、たけちょう 

     料金：￥１５００（２日～４日）、￥２０００（５日） 

△もっとまつり 2023  https://www.mottofes.com/ ○南相馬市駅前通り商店街 
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  ●11月３（金・祝） 

  エンジョイ joy、マジシャン左近、KEIKO、見習い魔法使いゆうた、Performer Ai、工藤正景、たちざわ～、ともちー 

△新宿花園神社・酉の市・見世物 https://tokyo-trip.org/event/shinzyuku-torinoichi/ ○新宿花園神社 

  ●11月１０（金）１１（土）  

  ●11月２２（水）２３（木祝） 

  大寅興行社 

△さいき大道芸フェスタ  https://sakura-hall-saiki.com/archives/event-infomation/5182 ○大分県佐伯市・さいき山桜ホールほか 

  ●11月１１（土）１２（日） 

  渡辺あきら、張海輪、BOX ACTOR YAYA、望月ゆうさく、大道芸人ひろと、to R mansion、WAZUMA、カナールペキノワ、おんぷらんと、 

バルーンパフォーマーRay、かわち家 

△さいき大道芸アカデミー特別公演【to R mansionへんてこうじょう】 ○大分県佐伯市山桜ホール 

  ●11月１１（土） https://sakura-hall-saiki.com/archives/event-infomation/5189  

  to R mansion、江戸川じゅん兵、イーガル、山口とも 

  全席自由：大人￥１０００、高校生以下￥５００、小学生以下無料 

△にぎわい爆発!あつぎ大道芸フェスティバル 2023 https://www.odakyu.jp/oyako/info/10608/ ○本厚木駅周辺 

  ●11月１１（土）１２（日）11：00～18：00 

  Snad Boogie、中国雑技芸術団、大駱駝艦、チャラン・ポ・ランタン、Funny Bones、加納真実、芸人まこと、Mr.bunbun、 

ココナッツ山本、SUKE３＆SYU、Asterisk NOVA、EPPAI＆マサトモジャ、ゼロコ、サクノキ、こ～すけ、アストロノーツ、川村健太、 

ASIA GOLD PRO WRESTLING、竹内直カルテット、ブラックエレファンツ、オジロス、なつかよ、K-TARO、Yuka ＆Giovanni Gypsy Duo、 

Cocochi-kit、松鶴家天太、STILTANGO、せせらぎ、HARO、Performer SYO!、K点軌道、エクストリーム芹川、Yo-Yo performer TOMMY 

△第 5回 日本大道芸フェスティバル  https://daidougei.net/ ○愛知県東海市 太田川駅前広場 

  ●11月１８（土） 

  おじゃるず、桔梗ブラザーズ、シルヴプレ、風船太郎、りずむらいす、パフォーマーズ MC:エル 

△第 8回久留米たまがる大道芸 2023  https://kurumecityplaza.jp/events/5122/ ○久留米シティプラザ ほか 

  ●11月１８（土）１９（日） 

  中国雑技芸術団、FUNNY BONES、加納真実、芸人まこと、Mr.BunBun、ココナッツ山本、SUKE３＆SYU、ゼロコ、こ～すけ、 

  てのひら、松鶴家天太、ブラックエレファンツ、ユカ＆ジョパンニジプシーDUO、アストロノーツ、STILTANGO、HARO、Okk 

△オアシスパーク大道芸フェスティバル 2023 ○オアシスパーク（岐阜県各務原市川島） 

  ●11月１８（土）１９（日） https://ameblo.jp/kusudakusuhiro/entry-12809596852.html 

  両日：Rei iwakura、Ray麗、健山、ジーニー、えはら、MAEP、ミコアポコ、中村友美、安慶 age、ヒカル、くす田くす博 

18日： KAZUMA、パフォーマーASUKA、Shino  

19日：おろしぽんづ、独楽太郎  

△クラウンばっかりフェス https://clown-bakkari-fes.com/ ○横浜みなとみらい・MMテラス 

  ●11月２３（木祝） 

△第 37回若松若太夫独演会 http://sekkyou.s371.xrea.com/?page_id=57 ○板橋区立郷土芸能伝承館（板橋区徳丸 6-29-13） 

  ●11月２５（土）13：30開演 

  若松若太夫（ 佐倉義民伝・甚兵衛渡し場の段/住家子別れの段） 

  特別ゲスト：横瀬若松派説経節・天野朋子（日高川入相桜・清姫怨霊の段） 

  入場無料                

△全国民俗芸能大会 2023 https://nippon-seinenkan.or.jp/seinenkan/minzoku-3/ ○日本青年館 

  ●11月２５（土）昼 13：00～17：00 /夜 18：00～20：00 

  綾子踊り（香川県まんのう町）、三宅島・阿古の獅子舞と神着木遣太鼓（東京都三宅島）、猿倉人形芝居・木内勇吉座（秋田県由利本荘市）、 

  十津川大踊りと盆踊り（奈良県十津川村） 

  全席自由：前売り￥１８００ 当日￥２０００ 大学生以下無料 

△Gifu world rose garden 大道芸ジャパンフェス ○ぎふワールド・ローズガーデン（岐阜県可児市） 

  ●11月２５（土）２６（日）https://ameblo.jp/kusudakusuhiro/entry-12822484383.html  

  両日：SAME SAME、叶結(ｶﾅｳﾉｯﾄ)、バルーンパフォーマーアキ、Ray麗、Juggler Kentaro、紙磨呂、 

ダイススタッキングパフォーマーすごろく、大道芸人ジーニー、アンジェラ•チェリー、CHIKI、くす田くす博、パフォーマーASUKA、 

ダンディふくちゃん、CZ↑、後藤凌(Ryo)、リッピー&まるぷー、アートパフォーマー☆ファイター☆、KURAU、ペインターカノン 

25日：スマイルパフォーマーQちゃん、 

26日：バルーンパフォーマーエル、パフォーマーえはら、パフォーマーKAZUMA、ミコアポコ、オーバートーン 

△異世界住人のパフォーマンスライブ＃3 ○浜松市中区・クリエート浜松ふれあい広場 

  ●12月２（土）12：00より https://twitter.com/juggler_hyoga/status/1711660339027390729  

  じゃぐたぐ、工藤正景、マッシュ＆てぃーの、PESTRiCA、ノナメ、健山、ジャグリングドラゴンヒョウガ 

△伊勢大神楽・増田神社総舞 https://www.kandayuyamamoto.jp/news/ ○三重県桑名市増田神社境内 

  ●12月２４（日）12：30ぐらいから 15：00ぐらい 

  主催・出演：伊勢大神楽講社所属社中 
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若林正の 

食って極楽 
胃腸は元気！・・・ 

      板橋・「湯麺・破天荒」 

先日、ラジオで「オイルショック」

が話題だった。ン？と思ったら「老い

るショック」、つまり年取ってショック

なエピソードの募集だったのだが、50

歳を過ぎて半チャンラーメンのセット

が食べられなくなったという投稿が紹

介されていた。私は今年で 67歳。前期

高齢者などと呼ばれる爺だが、今だに

飯は大盛りにするし、食べ放題の文字

にはビビッと反応してしまう。さすが

に食べた後に胸焼けや胃もたれを感じ

て後悔する事も多くなってきたが、食

欲は未だ衰えてはいない。 

 生き物は食べられなくなったら終わ

りだからね。 

ということで今回は、自転車走行中

に見かけた面白い店名のランチセッ

ト。中山道は板橋郵便局向かいの「破

天荒」。店名も然ることながら、看板に

湯麺と大書してあり目を惹いた。ちょ

うどお昼時、自転車を U ターンして入

店。タンメン専門店かと思ったけど、

メニューを見るとむしろ担々麺がメイ

ンみたい。野菜も摂りたいと思ったの

で野菜辛味噌麺¥950、ランチタイムは

ライスが付くらしいのでそれも。だが

実はその日は土曜日で、ライスサービ

スは平日のみ。¥140 別に取られるとい

うことで、ならば¥200 の小麻婆豆腐飯

の方がお得なので変更。麺はいかにも

辛そうにたっぷりラー油が浮いてるが 

 
意外と辛味は少なめ、山椒の香りが強

め、けっこうあっさりして食べやすい。

麻婆豆腐飯は甘めの味付けで麺と良い

バランス、ペロリと完食。んまい！ 食

べてる最中にお客が続々来店して、や

はり担々麺が有名なのか皆注文して

る。一緒に麻婆豆腐飯も。よし、次は

担々麺だな。スパイスのおかげか、胸

やけも起きずに大満足であった。 

◯まだまだ食欲は衰えない度＝20 ワカ 

 

大道芸･見たり･聞いたり・演じたり 

☆その 384 

放浪芸と癩・ハンセン病 

           上島敏昭  

 

○癩とハンセン病 

 前号で紹介した映画「福田村事件」

で、放浪芸の観点からもさまざまな興

味深いシーンがあると述べた。ハンセ

ン病の登場もその一つだが、先日見に

行った芝居でも同じ病が重要なファク

ターとなっていた。横浜ボートシアタ

ーの「新版小栗判官・照手姫」である。

そこで今回は、放浪芸、とくに語り物

と癩・ハンセン病について調べてみた

い。 

 まず癩・ハンセン病についての概略

を述べておきたい。藤野豊編『歴史の

なかの「癩者」』（ゆみる出版、1996 年）

および沖浦和光・徳永進編『ハンセン

病』（岩波書店、2001 年）を参考にし

た。癩病はかつて、不治の病とされ、

遺伝の病、あるいは強烈な伝染力をも

つとも思われて、差別の対象とされて

いた。しかし、1873 年、ノルウェーの

アルマウェル・ハンセンによって病原

菌が発見され、1897 年、ベルリンの国

際会議で伝染病であることが確認され

たことから、現在はハンセン病と呼ば

れる。それ以前から感染力が弱いこと

は知られていたが、1943 年、治療薬プ

ロミンが開発されると、劇的に治癒す

る病気となった。しかし、治癒しても

症状として現れた障害は蘇生しないた

め、それ以後も差別自体は残った。ま

た、現代とそれ以前では、病気に対す 

る考え方も異なり、近代以前に癩と呼

ばれた病気は「白癩」「黒癩」などと分

類されるなど、ハンセン病と同義では

なく、かなり広義の病、およびその病

状を呼んだものと思われる。そして

「癩」とされると、多くの場合、家を

追われ、さらに共同体からも疎外され、

巡礼姿となって旅をするか、旅の果て

に限られた寺社や湯治場の周辺に集住

するか、どちらかしか生きようはなか

ったようだ。そこからさまざまな悲劇

が語られてきた。 

 

◯餓鬼阿弥と時宗 

 横浜ボートシアターの演劇「小栗判

官」は、劇作家で演出家の故・遠藤啄

郎（1928-2020）の代表作で、1980年代

初頭からおよそ 20年にわたり同劇団に

よってしばしば上演された。義太夫節

以前の語り物である説経節の演目「を

ぐり」を、仮面劇・群集劇・音楽劇と 

 

して構成した作品で、私がびっくりし

たのは、台本が、新潮社版のテクスト

をそのまま活かしたものであったこ

と。数百年前の言葉の力強さに圧倒さ

れたのだ。今回は遠藤の追悼公演で、

その愛弟子である吉岡紗矢が遠藤版を

基本に再脚色し、新キャストで作り上

げた。いわゆる貴種流離譚で、鞍馬の

申し子「小栗判官」が日光山の申し子

「照手姫」と結ばれるが、照手の父親

や息子らに憎まれて毒酒で殺害され地

獄に落ちる。照手も殺されかけて辛う

じて命を拾い、人買いによって転売の

末、美濃・青墓宿の遊郭の下働き女に

成り下がる。小栗は閻魔大王の計らい

で現世に戻されるが、死体の腐乱が激

しく「餓鬼阿弥」となって蠢く。それ

を藤沢の遊行上人が見つけ、土車に乗

せて紀州熊野へと送りだす。街道を行

く人々に引き回されて熊野に到着。湯

の峰の壺湯につかると、その薬効で元

の姿に蘇り、照手と再会して再び結ば

れるという物語である。 

同公演のチラシには〈「餓鬼阿弥」と

は、「餓鬼病み」、ハンセン病を指す。〉

と注記してある。一般的な辞書には「餓

鬼のようにやせ衰え、耳鼻も欠け落ち

て、生気のないもの」とある。民俗学

者折口信夫は「餓鬼阿弥蘇生譚」とい

う文章で〈熊野本宮に湯治に行く病人

と言う点、おなじく毒酒から出た病の

俊徳丸にも聯想される点から癩病と考

へもし、餓鬼と言うから疳にも思ひ寄

せた事と思はれる〉と書いている。つ

まり、餓鬼阿弥＝ハンセン病ではなく、

もっと広い意味の病の状態をいったも

のと捉えている。折口が少年期を過ご 



した泉南地方では、街道に熊野本宮に

湯治に向かう病人も多くみられ、そこ

には癩者も含まれていた。蟻の熊野詣

でといわれたように、平安時代から多

くの人々が参詣した熊野権現は、上は

法皇・上皇から下は賤しいと言われた

身分の者まで、浄不浄をいとわず受け

入れた。さらにその温泉は極楽浄土か

ら湧き出る蘇りの薬湯として広く信仰

されていた。小栗の物語は、癩も含む

不治の病が聖地・熊野本宮の霊験によ

って根治する蘇生譚なのである。 

小栗を地中から助け出し熊野へと送

り出す、藤沢の遊行上人とは、時宗の

総本山である藤沢山無量光院清浄光

寺、通称「遊行寺」の住職である。時

宗の開祖である一遍は、鎌倉時代の僧

侶で、衣・食・住、郷里、家族などす

べてを捨てて、生涯、一所不在の遊行

生活を送った。そこから「捨聖（すて

ひじり）」また「遊行上人」とも呼ばれ

た。彼の出自は四国の名族・河野氏で

あり、一遍が範とした念仏聖・空也上

人も醍醐天皇の烙印とされるから、両

者ともその生涯が貴種流離そのもので

もあった。 

 
●一遍聖絵の乞食と癩者 

一遍は、北は奥州から南は九州まで、

全国を「南無阿弥陀仏」の念仏を唱え

ながら布教して歩く「遊行」を行った

が、そのあとには彼を慕うものたちが

ぞろぞろとついて歩いた。彼らは「時

衆」と呼ばれたが、なかにはその病ゆ

えに一所不在の流浪生活を送らざるを

得なかった癩者も多く含まれていた。

一遍の一生を描いた「一遍聖絵」には、

癩と思われる、顔を白布で隠し、手足

の萎えた、貧しい人々が描かれている。

一遍と不治の病とされていた癩者には

相互にシンパシーがあったのである。

「阿弥」号は、時宗の法名であり、「餓

鬼阿弥」という呼び名も時宗との関わ

りの証であろう。 

 

○俊徳丸と説経者 

 さきほどの折口の文章にも登場した

「俊徳丸」も、小栗同様、説経節の語

り物で、やはり主人公は癩とおぼしき 

 

病に侵される。この伝説は、河内国高

安（現八尾市）の信吉長者が清水観音

に祈願して授かった息子・俊徳丸が、

隣接する陰山長者の娘・乙姫と恋に落

ち許嫁となるが、継母の呪いによって

業病とされて、家を追い出され、大坂

の四天王寺で物乞いの仲間に身を投じ

る。それを知った乙姫は、命懸けで俊

徳を探して助け出し、四天王寺の観音

様に祈ると、ご利益によって病が癒え

るという物語。呪いによって罹る病、

それも人に忌み嫌われる病として「癩」

が想定されている。説経節のほかにも、

能「弱法師」、歌舞伎「摂州合邦が辻」

ともなっている。また現在広島県三原

市に保存されている「のぞきからくり」

もこの演目である。 

 

●三原市のぞきからくり 

 ところで説経節には五説経と呼ば

れ、とくに重要視されている演目があ

る。「をぐり」、「かるかや」、「葛の葉」、

「山椒大夫」、「俊徳丸」あるいは「愛

護の若」である。いずれも神仏の霊験

譚で、ほとんどが貴種流離譚である。

安定した豊かな暮らしを送る高貴な身

分のものが、運命に翻弄されて、下賤

の者どもの群れに加わるか、あるいは

畜生と交わるなどして、家を捨て、悲

惨で過酷な流浪の旅をおくる境遇に落

とされる。癩は悲惨で過酷な運命の病

であった。その落差こそがこの芸能の

眼目といえよう。説経節は下賎な語り

物と思われており、その語り手である

放浪の説経者も、物語の主人公と同じ、

悲惨で過酷な流浪生活を送る卑しき身

分の者とされていた。しかし彼らはそ

の芸の力によって、救済者としての聖

性も帯びている。それは宗教者である

一遍上人の姿と重なる。 

 ところで説経者は近江国の関蝉丸神

社の免許を受けることで正統な説経者

であると認定されたが、この神社に祀

られる歌舞音曲の祖神といわれる蝉丸

も同様な境遇の人物だったとされる。

百人一首の「これやこの 往くも帰る

も別れては 知るも知らぬも 逢坂の

関」の作者として知られるが、盲目な

がら管弦の名手で、下賤な物乞いとも、 

 

あるいは逆に高貴な延喜帝（醍醐天皇）

の第四ノ宮ともいわれる。関蝉丸神社

はその住居跡ともされるが、東国から

京の都にはいる玄関口である逢坂の関

に立地する。近江と山城の国境でもあ

り、民俗的には境界の神であり、また

道の神でもある。 

 

●関蝉丸神社（下社） 

蝉丸にはまた、逆髪という名の姉が

いて、彼女は髪の毛の逆立つ奇病ゆえ

に諸国を放浪して、あるとき蝉丸のこ

の住居を訪ね、姉弟が互いに障害をも

った身を慰めあったという伝承もあ

る。また、この神社の別当であったの

が三井寺の末、近松寺で、近松門左衛

門との関係も指摘されるなど芸能との

関わりは深い。 

 蝉丸神社では免許を交付した芸能者

を次のように分類している。まず説経

で、これは説経者および人形遣い、第

二は讃語で琵琶法師や瞽女など、第三

は勧進師で辻狂言師など、第四は音曲

道で放歌師など。ほかに香具師なども

その配下と捉えており、ほぼすべての

芸能を配下と考えていたようだ。各芸

能者は燈明料を奉納することで免許を

交付された、その免状は全国各地に残

されている。 

 また蝉丸の伝承も各地に残る。福井

県越前町宮崎の伝説もその一つで、蝉

丸の墓と蝉丸の池と呼ばれる史跡も残

る。これは蝉丸が流浪の果てにこの地

で没した痕跡とされている。興味深い

のは、聖武天皇の王子で泉丸と呼ばれ

る貴人が「白癩」に侵されてこの地に

捨てられたという伝説もあり、蝉丸と 

 

●福井県越前町宮崎・蝉丸の墓 

 



 

泉丸は同一人だったのでは……との説

もある。説経と癩との関わりをうかが

わせるものである。 

 

●高橋お伝・野口男三郎・砂の器 

 明治以降も癩・ハンセン病はしばし

ば物語に登場した。よく知られている

のが、最後の斬首刑の囚人であった高

橋お伝である。上州沼田藩の家老の不

義の子として生まれたお伝は、一九歳

で高橋浪之助と結婚する。しかし浪之

助はハンセン病を発病、その治療のた

めに借金が嵩み、故郷を追われて横浜

に出る。この港街でヘボン博士の治療

を受けようと治療費稼ぎのため娼婦と

なるが、夫は死亡する。自暴自棄とな

りつぎつぎと男と関係するうちに逆上

して殺人におよぶ。逮捕され裁判とな

るも証言がころころ変り、真相は不明

とされる。明治 12 年、江戸時代以来の

刑罰である「斬首」に処せられる。代々

その処刑人をつとめてきた首斬り浅右

衛門の最後の仕事であった。 

 

●高橋お伝の肖像 

この史実をもとにさまざまな読み物

が作られたが仮名垣魯文の『高橋阿伝

夜刃譚』がよく知られる。また芝居で

は河竹黙阿弥の『綴合於伝仮名書』は

お伝を尾上菊五郎、浪之助を市川小団

次の配役で、新富座で上演して評判と

なった。どちらもハンセン病を遺伝病

としており、逃れられない血統の病、

運命の病であると猟奇的に描いてい

る。 

 バイオリン演歌の代表曲のひとつ

「夜半の追憶」もハンセン病の悲劇と

して歌われた。男三郎臀肉事件として

しられる殺人事件である。明治 35 年３

月、東京市麹町で発生した少年殺害事

件で、被害者は尻の肉が切り取られて

いた。その犯人として逮捕されたのが

野口男三郎。男三郎は当時、漢詩人と

して知られた野口寧斎の妹ソエと内縁

関係にあり、子までなしていた。寧斎

がハンセン病を患っていたことから、

尻の肉を切ったのは少年の臀肉スープ 

 
●演歌本「夜半の追憶」弘前市立図書館蔵 

がその薬になるとの俗信の故であろう

とされた。寧斎も何者かに殺害され、

また薬局の主人の殺されたことから、

男三郎はそれら連続殺人すべての容疑

者となった。これも真相は不明。薬局

主人のみ有罪が確定し死刑となった。

当時の著名な弁護士・花井卓蔵の弁護

した事件としても知られる。 

 高橋お伝・男三郎、いずれの事件も

人口に膾炙したが、それはハンセン病

にまつわる猟奇性に由来する。お伝は

つぎつぎと男たちと関係するその淫乱

さ、男三郎は薬効があるとされた少年

の臀肉スープ。どちらも何の根拠もな

い虚言だが、古代から語られ続けてき

た癩・ハンセン病に関して囁かれてき

た民間伝承だった。 

 松本清張の『砂の器』でも、癩は作

品の根幹にあるモチーフである。これ

を原作とした野村芳太郎監督の映画で

は、その悲劇がさらに強調されている。 

 
●映画「砂の器」ポスター 

昭和 35年、東京・蒲田で発生した元

巡査の殺人事件の真相を究明するうち

に、刑事は二十数年前の昭和初年、山

陰の田舎で、真面目な巡査が乞食親子

の行き倒れを保護したことがあったこ

とをつきとめる。乞食の父親はハンセ

ン病に侵されており、連れていた幼児 

ともども野垂れ死に寸前だったが、巡

査夫婦の親身な介抱によって二人は一

命を取り留める。巡査は、さらに当時

の国策に従って父親を施設に入院させ

てやり、息子は夫婦が引き取る。巡査

の恩情ある対応は村人たちを感動させ

た。しかしそれは親子にとっては生き

別れでもあった。やがて息子は家出し

て行方不明なってしまう。 

それから二十数年、戦争、敗戦、終

戦後の混乱を終えて復興期に入った。

その復興の象徴のように颯爽と登場し

た新進芸術家が、その巡査の家を飛び

出した息子であった。殺人事件は、か

つてのその少年が、暗い出自を隠し通

すための所業であったという物語で、

説経節の貴種流離譚を逆さまにした悲

劇である。 

事件を追う刑事が、隔離施設を訪ね

ると、生きるのか死んでるのかわから

ないような汚い老人が、車椅子に乗せ

られ、介護人に押されて出てくる。新

進芸術家の写真を見せると、「こんな男

しらねえ!」と老人は回らぬ舌で絶叫す

る。この演技ひとつで私はこの俳優・

加藤嘉の名前を覚えた。 

 

こうして数百年前からの物語を並べ

てみて、癩は近代になっても運命の病、

不治の病とされ、猟奇的に捉えられる

という、古代からの認識を引きずった

ままであることに、改めて気づかされ

る。つまり「癩」は、いわゆる病気で

はなく「運命」とか「宿命」とかと同

義なのだ。薬で治療できるようなもの

ではなく、その運命や宿命に対し、ど

のように立ち向かい、乗り越えようと

するのか、あるいは努力したものの敗

れて死んでゆくのか、テーマそのもの

と関わってくる。映画評論家・白井佳

夫は、「映画「砂の器」が問いかけてく

るもの」という文章で、原爆や戦争の

悲劇を描いた映画を、日本では「避け

難かった運命」「生まれる前から決まっ

ていた運命」と被害者の視点でのみ描

いてはいなかったかといい、それは「砂

の器」をはじめとしたこうした作品が、

ハンセン病者たちへの、排除・差別・

隔離の長い歴史につながっているので

はないかと問う。「こうした私たち自身

の内閉化した日本的な感性と、屈折し

た精神そのものの、徹底的な分析と解

析こそが、なにより重要なこととなっ

てこよう」と書いている。たしかにそ

の通りかもしれないが、では具体的に

はどうすればよいのだろう。 
 


